
神戸市立若宮小学校の歴史 

昭和５０年度若宮小学校 （３８年目） ［１９７５年４月～１９７６年３月］ 

 校長 辻   亨校長  教頭 常国 忠男教頭  児童数 1,100人［＋４人］ 

５０． ４． ９  第３８回 入学式（新入生 ２０８名） 

    ５． ２  春季運動会 

    ６．２５  ６年生今田町田園学校キャンプ（～２６日） 

    ７． ２  水泳指導（全学年）（海浜ファミリープール） 

    ７．１０  仲よし学級を開設（同対法による） 

   １０． ７  秋季大運動会 

   １０． ９  秋の校外学習（１年～５年） 

   １０．２４  全校描画会 

   １０．２７  ５年生グリーンスクール（六甲自然の家）（～２９） 

   １１．１１  修学旅行（伊勢・鳥羽）（～１２） 

   １１．２１  音楽会 

   １２． ３  映画会「こびとの森の物語」 

５１． １． ９  全校書初め会 

    ３．１２  映画会 

    ３．２４  第３７回卒業式（卒業生 １６５名） 

 

昭和 50年（1975年）3８年目の若宮小学校の歴史を振り返ってみます。 

この年、38 回目の入学式を行い 208 名の新入生を迎え、全校児童 1,100 名で活動を開始

しました。児童数はまだ 1,000人を超えていますが、この年を境に減少していきます。 
 

この頃は、神戸に限らず全国的に運動会を春と秋の２回実施しており、春を「小運動会」秋を

「大運動会」なんて呼び方をしたりもしていました。この年の大運動会は、途中から小雨が降り出

してしまい、応援の保護者の方々も傘をさしています。 

   

 ６年生は秋の修学旅行と合わせて、１泊２日の宿泊行事に行っていました。行く場所は年によって違うようで

すが、この年は今田町［こんだちょう］（現丹波篠山市）にあった、県立田園学校に行きました。 

   

 夏の体育の楽しみといえばプール。しかし、若宮小学校にはまだプールがないため、年に１回須磨水族園の中

にあった、「ファミリープール」に、全校児童で行きました。運動場で準備体操をして、それから歩いて行きま

す。また、鷹取中学校のプールでの授業も行われていました。本校にプールができるのは、翌年のことです。 

昭和 50年の神戸のできごと 

・第 1回六甲山縦走市民大会開催［11月 23日］ 
  六甲山縦走市民大会は、現在も「KOBE 六甲全山縦走大会」として開催されている登山大会で、2019 年

(令和元年)で 45 回を迎えた。毎年 3,000 名を超える参加者が一路宝塚を目指し、六甲山系の全山（総延
長 56km、累計標高差 3,000m）を 10 時間から 16 時間をかけて縦走するものです。 

 
 
六甲全山縦走大会は、昭和 50 年（1975 年）から続く伝統の登山大会で、毎年 4,000 名もの人が一路宝塚を
目指し、六甲山系の全山（総延長 56km、累計標高差 3,000m）を 10 時間から 16 時間をかけて縦走するとい
うもの 

第 37回卒業生集合写真 

第 14 代 辻 亨校長 



神戸市立若宮小学校の歴史 

   

 秋の校外学習の日。６年生は修学旅行へ行きますので、１年生から５年生はこの日に全学年いろいろなところ

に遠足（校外学習）へ行きました。この年の詳細な記録は残されていませんが、市内では王子動物園や森林植物

園、大阪や奈良など県外へ行くこともありました。 

 ６年生の修学旅行。行先は「伊勢・鳥羽」電車で向かいました。向かい合わせの座席の電車がとても懐かしい

です。伊勢神宮の内宮・外宮に行き、宿泊先は「いせや」という宿でした。２日目には鳥羽方面へ。南米航路・

移民船であった「ぶらじる丸」が、海上パビリオンとして開館したのが、１９７４年７月。その翌年ということ

で、みんなで見学に行きました。 

    

   

 音楽会。開校当初は「学芸会」として行っていたこの行事は、現在同様の形式で音楽会として行われました。

この頃は各学年４クラスでしたので、２クラス合同で合唱・合奏を行いました。会場の体育館いっぱいにお客さ

んが入り、とっても密な中での音楽会。写真からも素晴らしい音が聞こえてきそうです。 

 

 クラブ活動も、今と同様の形での活動を行っています。児童数が多かったこともあり、今と比べるとクラブの

種類も多いです。また、活動場所も校内だけでは足らないので、バドミントンクラブは貝殻公園で活動をしてい

たようです。また、指人形クラブという珍しいクラブも発見しました。 

   

バドミントンクラブ       バレーボールクラブ          指人形クラブ 


